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⚫我が国の医療は入院型医療から在宅医療への転換が進められて
いますが、『高齢者新型低栄養状態(PEM)患者』による再入院率
の上昇と長期入院化が課題となっています。
⚫PEM予防には遠隔医療による患者モニタリングが有用ですが、
栄養生化学分析技術や遠隔医療技術などの在宅医療支援技術が
確立されていないため、2025年には、入院先が見つからない入
院待ち患者が発生することが予測されています。
⚫本研究の目的はICTと微量血液による生化学分析技術とを融合
させることで、PEM患者の発生を未然に防ぐための新たな遠隔医
療支援システムモデルを確立することです

研究の概要

⚫北東北3県は面積が広く、医療機関の配置密度が
低いため、往診にも時間がかかる

⚫移動困難な冬期の天候
⚫変わらぬ医師・看護師不足（都市への流出多）

在宅医療支援ツールの研究開発は地域医療
維持のための喫緊の課題

ドクターヘリも救急車も移動困難

環境が
医療を阻む

セルフメディケーションによる
自己健康管理とICT医療の活用

ICT医療による遠隔
患者モニタリング化
が必要不可欠

研究内容 栄養モニタリング支援システム

在宅医療への転換により発生する課題 ICT対応全血POCT分析システム

システム評価

高齢者の3人に
1人がPEM

在宅医療化だけでは解決できない地域的要因

現在の在宅医療

問診

採血

医療機関にて分析

再訪問・処置

搬送

問題点

1)在宅医療用の栄養
モニタリングPOCT装置
は実用化されていない
2)患者増加による医師・
看護師移動負担の増加

測定のお知らせから報告ま
でBot機能によって自動化
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介護予防と負担軽減

長期入院の回避

医療者負担軽減

3.0g/dL

数分以内に検査結果を表示

自己採血

ICT対応全血POCT分析装置 栄養モニタリング支援システム
システム
連携

⚫介護状態の回避
⚫入院期間の短縮
⚫医療効果の向上
⚫QOLの改善
⚫ｾﾙﾌﾒﾃﾞｨｹｰｼｮﾝ
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セルフメディケーション

低栄養
要指導 遠隔モニタリング

PEM患者遠隔栄養モニタリング用在宅－診療所医療連携支援システム

看護師又は
患者自身による検査

期待できる効果

POCT装置と
IoT化が必要

在宅医療でアセスメントを完結
患者栄養状態の適切なマネジメント

System configuration System Block Diagram

ALB test process

Measurement of ALB level

Measurement of Hb level

Remove Hb interference 

(Absorbance correction)

STEP1: Initialize of POCT system

STEP2: Whole blood drawing with Lancet

STEP3: Measurement absorbance of Hb

and ALB

STEP4: Remove Hb interference from ALB 

absorbance

STEP5: Create ALB calibration curve with 

Hb level

STEP6: Convert absorbance to concentration

STEP7: Calculation of estimated serum ALB level     

※Correction from whole to serum with 

multiple regression equation

Blood volume 2μL

Ready to use reagent

Create calibration curve

with Hb level correction

Prototype system 

Convert absorbance 

to ALB concentration

Calculation of 

estimated serum ALB level

⚫ ヘモグロビン(老人性貧血指標)とアルブミン(PEM指標)を全血5μL
で測定可能な高感度測定技術を開発

⚫ アルブミン値はヘモグロビン値を基に影響補正することで推測値を
算出する推定アルブミン値計測アルゴリズムを考案(特許出願中)

⚫ 自己測定結果(身体アセスメントデータと血液測定データ)の自動
応答システム(音声回答またはChat bot入力)を開発

⚫ Chat botに入力されたデータは、AIによって追加質問がなされる
⚫ 得られたデータは医師や看護師が任意の時間に電子カルテの過
去データと比較し時系列評価を行うことで省力化を図った
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1. 医療機関の自動生化学分析装置と同等の分析精度を示した
2. 血清測定値と全血推定値は良好な相関を示した

Results

相関性評価結果2POCTシステム測定再現性評価結果11

POCTデバイスとして臨床的有用性は高く在宅医療時に有効

在宅医療PEM患者栄養
遠隔モニタリング技術
として地域医療に貢献

低栄養はワクチン
効果もなくす
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